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第１評価グループ 評価調書 

 

第１評価グループ 

               中村和之、荒谷泰子（欠席）、 

尾山晴康、福島晃 

 

１ 学校関係補助金 

⑴ 事業概要 

① 小中学校校長会補助金 

学校長が学校経営や教育課程等に関する研修や研究発表を行い、学校教育上

の様々な課題について研究・検討し、小中学校教育をより充実させるため、小

学校校長会及び中学校校長会に対し、補助金を交付する。 

② 小中学校教育研究会補助金 

小中学校における教育内容の調査研究や講演会を実施し、より良い教育内容

や教育方法を明らかにするため、小学校教育研究会及び中学校教育研究会に対

し、補助金を交付する。 

③ 学校給食研究会補助金 

学校給食の充実に関する調査研究、給食指導の向上に関する研修会や研究発

表会、学校給食の調理研究、研究紀要の作成等を実施し、学校給食の充実・発

展を図るため、学校給食研究会に対し、補助金を交付する。 

④ 学校保健会補助金 

学校における保健施策の調査研究や学校保健事業の企画・実践等の活動を行

い、学校保健教育の振興を図るため、学校保健会に対し、補助金を交付する。 

 

⑵ 委員の主な意見 

◎ 学校教育における各種活動に対する補助の重要性は十分認められる。 

◎ 過去何年もの間、補助金額が同額というのは不透明であり、きちんとした積算

の根拠を示してほしい。 

◎ 繰越が発生している補助金もあり、一つにまとめると良いのではないか。 

◎ 「小中学校校長会補助金」という名称が、親睦会のようで誤解を招きかねない。 

 

⑶ 評価案 

各団体の活動実績からも、補助金の妥当性は十分に認められるが、一方で、積算

根拠が不明確であり、透明性に疑問が残る。このため、積算基準を明確にするとと

もに、実績に対するチェック機能を強化するなど透明性の向上に努められたい。 

また、補助金を有効に活用するため、将来的な補助金の一本化についても検討さ

れたい。 
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２ 学校図書館活動推進費 

⑴ 事業概要 

  学校図書館の蔵書の充実や図書館司書の配置、学校図書館システムの導入など、

学校図書館の環境整備を行い、小中学生の読書離れの改善や読書週間の定着を図り、

国語力の向上等を目指すため、市内の小中学校に対し、補助金を交付する。 

 

⑵ 委員の主な意見 

◎ 他市町村と比較して、手厚く図書館司書を配置しているので、その成果をはっ

きりと見せてほしい。 

◎ 大規模校も小規模校も司書の人数や勤務時間が同じというのはどうなのだ 

ろうか。 

◎ 司書のサービスが必要な学校、本の冊数が必要な学校と、それぞれの学校の実

情に合った図書館整備が必要ではないか。 

◎ 図書館司書を配置しない学校があると公平さに欠けるので、小規模校では勤務

時間を減らせば良いのではないか。 

 

⑶ 評価案 

図書館司書が果たす役割の重要性は十分理解するが、その成果が不明確である。

このため図書館司書については、学校の規模や実情を勘案するとともに、他自治体

の事例も参考にしながら、より効率的・効果的な配置について検討されたい。 

 

３ 生涯学習推進費 

⑴ 事業概要 

  地域の特性を生かした魅力ある学習の機会の提供や学習成果の発表の場の確保

など、生きがいを持って豊かに過ごすことができる学習活動を支援し、地域の力を

高めるため、生涯学習活動を実施する 27 の地域振興会等に対し、補助金を交付す

る。 

 

⑵ 委員の主な意見 

 ◎ 移行してまだ間もないので、今すぐに補助金額を変更することは困難ではない

か。 

 ◎ 将来的に各地域振興会の意欲やニーズに応じた補助金額になる可能性もある

と思うので、現段階で活動実績や活動成果などを評価する仕組みをしっかりと持

ってほしい。 

 ◎ コミュニティーセンターに市民が何を期待しているのか、市民ニーズの把握に

努めてほしい。 



3 

 ◎ 利用者数 4万人という目標数は、増やす余地はあるのではないか。 

 ◎ 今後の在り方を考えるために、利用実態の詳細な把握に努め、基礎的な資料や

データの蓄積に努めてほしい。 

 

⑶ 評価案 

地域における生涯学習については、活動の場が公民館からコミュニティーセンタ

ーへ移行して間もないため、当面は現行どおり実施することが望ましいと思われる

が、将来的な見直しに備え、各地域の活動実態や成果等の詳細を把握・検証するな

ど、今後の在り方を検討するためのデータ等の蓄積に努められたい。 

 

４ 全国大会等出場激励金 

⑴ 事業概要 

① 芸術文化団体派遣等補助金 

芸術文化振興及び市民の芸術文化の資質向上を図るため、芸術文化に関する

国際大会や全国規模の大会等に出場する、市内に住所を有する者又は団体に対

し、補助金を交付する。 

② 全国大会等出場激励金 

市民のスポーツの振興及び競技力向上を図るため、全国または国際スポーツ

大会に出場する射水市在住の選手等に対し、補助金を交付する。 

 

⑵ 委員の主な意見 

 ◎ 芸術文化団体への補助金については、行政が主体となるよりも、芸文協等を通

じて支援する体制の方が良いのではないか。 

 ◎ 芸術文化団体への補助金は、実際ほとんど機能していないので、射水市内で芸

術活動を行う者に補助した方が良いのではないか。 

 ◎ 芸術文化団体への補助金はかなり曖昧さがあり、使い勝手が悪い。 

◎ 全国大会等出場激励金については、金額については現状維持で致し方ないと思

うが、激励金を支給する成果や意義を明確にしてほしい。 

◎ 激励金というものが、行政の役割の中で優先度の高い部類に入るのか。 

 

⑶ 評価案 

芸術部門の補助金については、基準が曖昧であり、実績も少ないことから、廃止

を含めた抜本的な見直しを検討されたい。 

また、スポーツの部門の補助金については、スポーツ活動支援施策全体の中での

位置付けを明確にするとともに、他自治体の動向を注視しつつ、時代に適応した激

励（お祝い）の在り方について検討されたい。 

 


